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イベント運営に大活躍！

ごみゼロリーダーのみなさん

イベントでの風景

平成30年10月13日（土）に大阪城

公園の太陽の広場においてごみ減量

フェスティバル「ガレージセール・

イン・OSAKA TOWN」を開催しました。

当日は、好天に恵まれ、会場に訪

れた約11,000人の皆さまは、ガレー

ジセールブースや、出展ブースで行

われる催しを楽しみながら学び、ご

み減量・3Rの重要性を認識していた

だけたかと思います。

ガレージセールへの出

店が４８０店や企業・

団体・環境局によるエ

コ(リサイクル)工作や

エコクイズ、パネル展

示、体験型ブースなど、

盛りだくさんのイベン

トとなりました。

ごみ減量フェスティバル

「ガレージセール イン ＯＳＡＫＡ ＴＯＷＮ」開催

パッカー車乗車体験

も実施したよ
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大阪市におけるごみ減量・３Ｒを推進するため、
平成３０年１１月９日（金曜日）に、環境局として
初めて、全市のごみゼロリーダーさんを対象にした、
「廃棄物減量等推進員研修会・交流会」を環境局・
会議室において開催しました。
研修会では、冒頭、家庭ごみ減量課・池田課長よ

り、大阪市における「食品ロス」を含む廃棄物の現
状や、ごみ減量を推進していくためには、ごみゼロ
リーダーさんの活動が必要不可欠であることなどに
ついて、あいさつがされました。
その後、第１部として、「食品ロス」をテーマに

した、ＤＶＤ「０円キッチン」の上映を行いました。

交
流
と
情
報
交
換
の
場
に

第２部では、参加されたごみゼロリー
ダー、地域の方々が４グループにわかれて、
交流会を開催しました。
交流会では、ご家庭での「食品ロス」の

状況やそれを減らすための独自の実践方法
や工夫など、多くの意見をだしていただき、
その後、地域でのごみに関する実情や問題、
地域独自の解決方法などで、白熱した討論
となりました。
普段は、各々の地域においてごみの減量

や分別等の啓発活動を行っていただいてお
りますが、この日は別の地域（区）の方々
との交流や地域の特性に応じた啓発方法な
どの情報交換等を行い、有意義な交流会と
なりました。
また、ごみ減量・分別等に関する貴重な

ご意見もいただき、今後も大阪市として、
ごみ減量に向けた有効的な施策や取組み、
啓発活動を実施していかなければならない
と考えています。

池田課長によるあいさつ

啓発パネルで、ごみ減量の重要性を再認識
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は普通ごみで

出してください

シュレッダーした紙

紙箱

名刺

はがき・封筒
トイレットペーパーなどの芯

値札

メモ用紙 ポスター

コピー用紙

チラシ

（新聞折込チラシを除く）

パンフレット

カレンダー

包装紙

紙袋

紙製ファイル

ビニールの

窓は外して

金具は

外して

留め具は

外して

ビニールは

外して

紙以外の

紐は外して

こちらは普通ごみへ

油などで汚れた紙

ティッシュペーパー等の衛生紙

防水加工された紙

においのついた紙

圧着はがき

写真、写真プリント

レシート等の感熱紙

紙おむつ

古紙・衣類の収集日にひもで束ねるか、中身の見えるごみ袋に入れてお出しください

地震などの大規模災害が発生した場合、いつもと違う「ご

みの出し方」を適切に行うことが必要となることから、大阪

市が作成しました「災害発生時ごみ処理リーフレット」をご

覧いただき、災害時に備えていただきますようよろしくお願

いします。

新聞・折込チラシ 雑誌 ダンボール 紙パック その他の紙 衣類

大阪市では、古紙・衣類を次の６品目に分別して排出いただいています。しかし、

普通ごみの中身を調査したところ、再資源化可能な紙類が４.５万トン（推計）も

含まれており、その大半が「その他の紙」という結果でした。下に記載の品目も「その他

の紙」として再資源化が可能ですので、分別排出へのご協力をお願いします。

現在大阪市で分別排出していただいている古紙・衣類の6品目



阿倍野区・西成区 南部環境事業センター 06-6661-5450 06-6653-7849
平野区 東南環境事業センター 06-6700-1750 06-6706-2007

東成区・生野区 東部環境事業センター 06-6751-5311 06-6753-3041
住之江区・住吉区 西南環境事業センター 06-6685-1271 06-6685-1282

中央区・浪速区 中部環境事業センター出張所 06-6567-0750 06-6567-0721
西区・港区・大正区 西部環境事業センター 06-6552-0901 06-6552-1130

福島区・此花区・西淀川区 西北環境事業センター 06-6477-1621 06-6477-4602
天王寺区・東住吉区 中部環境事業センター 06-6714-6411 06-6714-7787

淀川区・東淀川区 東北環境事業センター 06-6323-3511 06-6370-3951
旭区・城東区・鶴見区 城北環境事業センター 06-6913-3960 06-6913-3674

お住まいの地域 担当の環境事業センター 電話番号 ＦＡＸ番号
北区・都島区 北部環境事業センター 06-6351-4000 06-6351-4049
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ごみのないまちづくりに向けて

日 時 ２０１９年２月７日(木)

午後１時３０分から午後４時４５分

会 場 大阪産業大学梅田サテライトキャンパス

大阪駅前第３ビル１９階

(大阪市北区梅田１－１－３)

右記地図参照

主 催 大阪ごみ減量推進会議

共 催 大阪市

３Ｒ・低炭素社会検定実行委員会

協 力 なにわエコ会議
JR「大阪駅」より徒歩約５分

Osaka Metro 御堂筋線「梅田駅」

谷町線「東梅田駅」より徒歩約５分

ごみ減量・３Ｒ推進について、テーマごとに小グループ

で意見交換・情報交換していただきます。

事例報告１ 大阪府寝屋川市の

「ごみ減量マイスター」の活動

事例報告２ 大阪府守口市環境政策課の取り組み

「３Ｒ・低炭素社会検定」の活用

申込み方法
・お住まいの地域を担当する環境

事業センターへ申込みください。

また、参加に関する問合せなど、

ご不明な点等がございましたら、

ご連絡ください。 (下記参照)

・推進員の方の交通費は、ご自宅

から会場まで分をお支払いします。

・定員は８０名(当日参加も可能)

・お気軽にご参加ください。


